
 
 

                    

                           

 

初
め
て
の
着
座
形
式 

毎
年
、
幹
事
役
を
交
互
に
行
っ
て
い

る
本
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
が
、
本
年
は
稲

門
会
が
幹
事
。
ゆ
っ
く
り
食
事
も
会
話

も
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、
開
催
以
来
初

め
て
の
着
席
形
式
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
稲
門
会
は
64
名
と
い
う

近
年
に
な
い
多
く
の
会
員
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
数
の
上
で
も
三
田
会
を
圧
倒

で
き
ま
し
た
。
ま
た
両
校
出
席
者
か
ら

は
、
食
事
だ
け
で
な
く
応
援
に
も
身
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
好
評
で
し
た
。 

 

校
歌
は
師
弟
の
リ
ー
ド
で 

 

西
雅
寛
幹
事
会
会
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
両
校
校
歌
・
塾
歌
斉
唱
の
予
定
で

し
た
が
、
こ
こ
で
指
揮
を
と
る
は
ず
の

現
役
応
援
指
導
部
の
到
着
が
遅
れ
て
し

ま
い
、
急
遽
当
会
か
ら
は
小
川
隆
彦
さ

ん
（
昭
42
年
政
経
卒
）
が
、
三
田
会
か

ら
は
塚
本
太
郎
さ
ん
が
壇
上
に
上
が
り

こ
れ
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

な
ん
と
小
川
さ
ん
は
高
校
応
援
団
の

時
、
塚
本
さ
ん
に
応
援
指
導
の
方
法
を

教
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
仲
。 

 

奇
し
く
も
師
弟
対
決
と
な
り
、
お
二

人
の
気
迫
の
こ
も
っ
た
リ
ー
ド
で
両
校

と
も
力
の
入
っ
た
校
歌
・
塾
歌
の
交
歓

と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
両
校
と
も
今
回
初
め
て
の
会
員

が
数
多
く
参
加
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

             

初
参
加
の
会
員
自
己
紹
介 

       

こ
ん
ぺ
き 
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◇
早
慶
ビ
ア 

パ
ー
テ
ィ
ー 

夏
恒
例
の
早
慶

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

が
、
７
月
25
日
静

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
中
島
屋
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

静
岡
市
稲
門
会

か
ら
は
64
名
、
静

岡
三
田
会
か
ら
は

45
名
の
参
加
が
あ

り
、
暑
さ
も
ス
ト

レ
ス
も
吹
き
飛
ば

す
パ
ー
テ
ィ
ー
と

な
り
ま
し
た
。 

写
真
＝
小
川
会
友

の
リ
ー
ド
で
「
都

の
西
北
」
斉
唱 

右
下
＝
小
川
さ
ん

(

右)

塚
本
さ
ん 

現役応援部も会を大い

に盛り上げてくれまし

た。 



         

総
会
の
冒
頭
、
西
雅
寛
会
長
は
「
25

年
度
は
新
年
会
の
初
開
催
や
六
大
学
野

球
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
の
実
施
、
会

報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
な

ど
で
事
業
も
充
実
し
て
き
た
。
そ
の
成

果
か
新
加
入
の
会
員
も
増
え
て
い
る
。

今
年
度
は
さ
ら
に
こ
う
し
た
事
業
充
実

に
努
め
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
真
に
交
流

で
き
る
会
と
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
、
出
席
者
か
ら
は
賛
同
の
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。 

        

         

議
事
に
入
り
、
隂
山
正
敏
幹
事
長
か

ら
前
年
度
事
業
報
告
と
本
年
度
事
業
計

画
が
示
さ
れ
、
ま
た
小
長
谷
建
夫
会
計

か
ら
前
年
度
決
算
報
告
と
本
年
度
予
算

が
説
明
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

記
念
コ
ン
サ
ー
ト 

 

そ
の
後
、
会
員
の
大
石
安
任
、
真
澄 

           

夫
妻
主
宰
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
静
岡
に
よ

る
和
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
（
写
真
）
に

続
き
、
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。
隂
山
正

敏
幹
事
長
の
軽
妙
な
進
行
の
も
と
、
田

辺
信
宏
静
岡
市
長
の
祝
辞
、
初
め
て
の

出
席
者
た
ち
の
自
己
紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
和
や
か
な

懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

出
席
者
（
卒
年
・
敬
称
略
） 

宇
佐
美
義
夫
・
若
杉
栄
治
・
石
井
廣
志
・

大
石
司
朗
・
小
野
禮
司
・
川
島
康
孝
・

志
村
禎
宏
・
小
寺
健
一
・
大
村
栄
一
・

増
田
悦
男
・
大
石
真
澄
・
小
池
次
朗
・

大
石
安
任
・
金
原
壯
治
・
瀧
武
彦
・
青

木
清
高
・
影
山
満
・
磯
谷
嘉
宏
・
隂
山

正
敏
・
土
屋
康
一
・
岩
崎
清
悟
・
池
田

泰
秀
・
大
髙
圭
介
・
小
長
谷
建
夫
・
内

田
知
志
・
西
雅
寛
・
山
田
博
久
・
佐
塚

一
仁
・
吉
田
昌
弘
・
小
出
幹
夫
・
木
宮

岳
志
・
石
上
顕
太
郎
・
阿
部
裕
之
・
小

川
満
・
丹
澤
卓
久
・
市
川
裕
宣
・
増
田

晃
宏
・
長
谷
川
明
・
尾
関
俊
寿
・
牧
野

克
彦
・
田
辺
信
宏
・
田
辺
亮
子
・
池
田

剛
志
・
中
村
智
也
・
大
瀧
千
絵
・
大
瀧

敬
久
・
田
邉
裕
人
・
中
村
国
男
・
八
木

保
夫
・
杉
山
信
弘
・
馬
田
智
也 

    

新
年
会
が
、
二
月
七
日(

金)

グ
ラ
ン

デ
ィ
エ
ー
ル
・
ブ
ケ
・
ト
ー
カ
イ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
に
と
っ
て
初
め

て
の
試
み
に
も
拘
わ
ら
ず
会
友
60
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
余
興
と 

し
て
隂
山
幹 

事
長
夫
人
が 

加
わ
る
ベ
リ 

ー
ダ
ン
ス
グ 

ル
ー
プ
が
会 

を
目
い
っ
ぱ 

い
盛
り
上
げ 

て
く
れ
ま
し 

た
。（
写
真
） 

 

伴
侶
ご
同
伴
が
九
組 

総
会
以
外
の
事
業
で
は
、
で
き
る
だ 

け
ご
主
人
、
奥
様
同
伴
で
の
参
加
を
呼 

 
 
 
 
 

 
 
 

び
掛
け
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
回
も
９
組
の 

ご
同
伴
を
い
た
だ 

き
ま
し
た
。
次
回 

は
皆
様
も
ど
う
ぞ
。 

そ
の
中
の
一
組
、
望
月
元
春
夫
妻 

 

さ
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を 

 
 
 
 

26
年
度
総
会
開
催 

 

二
年
目
の
西
体
制 

５
月
16
日
（
金
）
グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
・
ブ
ケ
・
ト
ー
カ
イ
に
置
い
て
「
平
成
26
年

度
静
岡
市
稲
門
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
体
制
ス
タ
ー
ト
か
ら
二
年
目
、
新

規
事
業
も
い
く
つ
か
立
ち
上
が
り
、
そ
の
評
価
を
問
う
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

抱負を述べる西会長 

 

新
年
会 

華
や
か
に
開
催 



◇
早
慶
麻
雀
大
会
成
績 

（
９
月
19
日
、
麻
雀
荘
駅
南
） 

団
体
優
勝
＝
早
稲
田
大
学 

人
成
績
＝
一
位
・
瀧
武
彦
氏
（
早
大
）
、

二
位
・
大
石
善
郎
氏
（
早
大
）
、
三
位
・

山
田
博
久
氏
（
早
大
） 

◇
早
慶
ゴ
ル
フ
大
会
成
績 

（
10
月
19
日
、
菊
川
Ｃ
Ｃ
） 

団
体
優
勝
＝
早
稲
田
大
学 

個
人
成
績
＝
一
位
《
グ
ロ
ス
８
４
、
ネ

ッ
ト
７
２
》
仲
山
寛
治
氏
（
慶
大
）
、
二

位
《
グ
ロ
ス
７
９
、
ネ
ッ
ト
７
３
》
水

上
房
吉
氏
（
早
大
）、
三
位
《
グ
ロ
ス
９

１
、
ネ
ッ
ト
７
４
．
２
》
岩
崎
正
樹
氏

（
早
大
） 

 

自
信
満
々
の
ス
タ
ー
ト
前 

            

   

◇
次
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
！ 

建
通
新
聞 

田
邉
裕
人
（平
14
年
政
経
卒
） 

仕
事
は
建
設
専
門
紙
の
紙
面
制
作
レ

イ
ア
ウ
ト
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
一
日

の
ほ
と
ん
ど
を
パ
ソ
コ
ン
と
睨
め
っ
こ
で
す
。 

 

一
番
の
気
分
転
換
は
好
き
な
音
楽
を

聴
き
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
！ 

 
こ
と
し
は
静
岡
マ
ラ
ソ
ン
10
キ
ロ
に
挑
戦
。

次
は
ハ
ー
フ
を
目
指
し
た
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

      

ゴ
ー
ル
の
瞬
間
、
恍
惚
の
時
！ 

 

◇
プ
レ
ー
も
応
援
も
熱
く 

関
谷
法
律
事
務
所 

弁
護
士
・
関
谷
綾
子
（
平
４
年
法
卒
） 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
入
会
で
す
。 

   

普
段
は
、
弁
護
士
と
し
て
、
日
々
依

頼
者
の
話
を
聞
き
、
書
面
を
書
き
、
交 

渉
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

ス
ト
レ
ス
発
散
は
大
好
き
な
サ
ッ
カ

ー
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
ボ
ー
ル

を
蹴
り
出
し
た
の
で
上
手
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
な
じ
み
の
仲
間
と
ボ
ー
ル
を

蹴
る
こ
と
は
代
え
難
い
楽
し
み
で
す
。 

日
本
代
表
の
応
援
も
好
き
で
す
。
ジ
ョ

ホ
ー
ル
バ
ル 

の
歓
喜
の
時 

は
、
現
地
マ 

レ
ー
シ
ア
ま 

で
観
に
行
き 

ま
し
た
。 

 

カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
。 

◇
詰
将
棋
で
次
の
一
手
を 

静
岡
市
議
会
議
長 

石
上
顕
太
郎
（
昭
52
年
理
工
卒
） 

仕
事
柄
頼
ま
れ
事
が
非
常
に
多
く
あ

り
ま
す
。
初
当
選
以
来
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
時
代
の
教
え
を
守
っ
て
、
頼
ま
れ
た

こ
と
は
す
ぐ
に
メ
モ
を
取
り
、
即
動
く

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
メ
モ
帳
は
20
年
間
で
数
十
冊
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
だ
ろ
う
と
周
り 

は
言
い
ま
す
が
、
解
決
し
た
時
の
「
あ

り
が
と
う
」 

の
言
葉
が 

何
よ
り
の 

ス
ト
レ
ス 

解
消
に
な 

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
議
会
に
も
ど
う
ぞ
！ 

 

あ
え
て
あ
げ
れ
ば
、
好
き
な
本
を
読

み
、
小
椋
佳
や
井
上
陽
水
の
音
楽
を
聴

き
、
詰
将
棋
に
向
か
う
と
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

◇
世
界
の
辺
境
を
歩
き
廻
っ
て 

東
京
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
広
報
室 

青
島
洋
子
（
昭
51
年
教
卒
） 

城
内
小
、
静
岡
雙
葉
学
園
中
・
高
等

部
を
卒
業
。
現
在
は
新
宿
区
在
住
で
す
。

勤
務
先
の
初
代
院
長
は
旧
制
静
岡
中
学

卒
で
脳
神
経
外
科
学
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
佐
野
圭
司
先
生
（
東
大
名
誉
教
授
）

で
す
。
そ
の
広
報
室
で
編
集
者
の
立
場

か
ら
脳
神
経
外
科
医
ら
の
出
版
の
協
力

を
し
て
い
ま
す
。 

海
外
ワ
ン
ダ
ー
リ
ン
グ
に
ハ
マ
り
、

忙
中
有
閑 

多
忙
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
心
安
ら
ぐ
時
は
？ 



取
材
・
支
援
活
動
を
口
実
に
、
ネ
パ
ー

ル
の
山
奥
や
南
ア
フ
リ
カ
の
ソ
エ
ト
な

ど
世
界
の
辺
境
？
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
楽
を
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の 

 
 

街
歩
き 

を
し
た 

い
と
思 

っ
て
い 

ま
す
。 

静
岡
の
実
家
に
も
時
々
帰
り
ま
す 

 

◇
動
物
た
ち
と
に
ら
め
っ
こ 

ヤ
マ
カ
産
業
㈱
代
表
取
締
役 

 
 

大
村
栄
一
（
昭
36
年
商
卒
） 

 

大
学
卒
業
後
、
浅
草
の
家
具
問
屋
で

３
年
間
、
家
具
と
夜
の
浅
草
の
勉
強
を

し
ま
し
た
。
家
業
の
家
具
メ
ー
カ
ー
を

継
い
だ
頃
は
、
静
岡
は
日
本
三
大
家
具

産
地
の
一
つ
と
し
て
大
繁
盛
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア 

        
 

職
場
で
愛
機
を
片
手
に
一
息 

か
ら
、
品
質
は
と
も
か
く
、
大
変
安
価 

 

な
家
具
が
入
っ
て
き
て
業
界
は
大
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
弊
社
も
大
リ
ス
ト
ラ

で
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
後

継
者
が
お
ら
ず
に
い
ま
だ
に
社
長
業
を

続
け
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
は
カ

メ
ラ
。「
光
法
師
」
と
い
う
写
真
愛
好
家

グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
、
写
真
の
上
手

な
メ
ン
バ
ー
が
撮
ら
な
い
動
物
を
も
っ

ぱ
ら
撮
っ
て
い
ま
す
。 

 

◇
伝
統
芸
能
を
守
っ
て 

 
 

常
葉
短
期
大
学
非
常
勤
講
師 

 
 

箏
曲
生
田
流
宮
城
派
直
門
大
師
範 

 
 

石
渡
裕
子
（
昭
52
年
教
卒
） 

母
の
跡
目
を
継
い
で
30
数
年
、
二
代

目
稼
業
は
ス
ト
レ
ス
ば
か
り
の
毎
日
。

伝
統
芸
能
の
箏
と
三
味
線
を
、
実
家
と

自
宅
の
稽
古
場
で
教
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
常
葉
短
期
大
学
音
楽
科
で
「
器

楽
合
奏
・
箏
」
の
授
業
を
受
け
持
っ
て

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
は
、
単
発
で

入
る
依
頼
演
奏
。
結
婚
式
、
パ
ー
テ
イ
、

小
学
校
特
別
授
業
な
ど
で
単
独
あ
る
い

は
チ
ー
ム
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
を

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
演
奏
す
る
事
で
し
ょ
う

か
・
・
箏
で
ジ
ャ
ズ
も
や
る
ん
で
す
。 

      

私
に
も
で
き
そ
う
・
・
・
チ
ア
リ
ー 

ダ
ー
の
演
技
を
見
つ
め
る
石
渡
さ
ん
。 

（
早
慶
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
て
） 

 
 

 

   

静
岡
市
役
所
稲
門
会
は
、
昭
和
50
年

代
に
団
結
の
証
と
し
て
設
立
さ
れ
、
政

令
指
定
都
市
移
行
後
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
新
規
採
用
職
員
が
加
入
し
、
今
日
で

は
40
名
程
度
の
大
き
な
会
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
現
在
は
、
田
辺
信
宏
市
長

と
石
上
顕
太
郎
市
議
会
議
長
が
と
も
に

顧
問
で
あ
り
、
強
力
な
布
陣
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
毎
年
、
春
の
総
会
と
新
年

会
を
開
催
し
、
会
員
間
の
親
睦
を
深
め

て
い
ま
す
。
会
員
は
、
田
辺
市
政
を
支

え
る
べ
く
一
致
団
結
し
て
、
日
々
、
担

当
部
署
で
職
務
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

（
安
河
内
紀
治 
平
19
年
商
卒
） 

                         

２
０
１
３
年
新
装
な
っ
た
草
薙
球
場
で 

六
大
学
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
を
応
援 

職
域
稲
門
会
紹
介
① 

静
岡
市
役
所
稲
門
会 

◇本会報は年１回の発行です。会員の

皆様の情報をお寄せください。お問

い合わせは以下の編集担当（小長谷

建夫）までお願いします。 

◇住所=静岡市葵区上石町 3-13 

◇電話=054-253-1825 

◇携帯=090-1753-2934 

◇Ｅメールアドレス= 

t57gaya@rondo.ocn.ne.jp 


